
【成果を計る主な指標】

※自殺死亡率について、計画当初値及び実績値(R1)は人口動態統計、実績値(R2)は警察庁の自殺統計に基づいています。

【令和２年度までの主な取り組み内容及び今後の方針】

※連携の事例

■市内医療機関に委託し、メタボリックシンドロームを判
定する特定健康診査を実施しました。また、がん検診との
受診券の一体化を図るなどして、受診を促しました。
■乳がん、子宮がんの検診について、無料クーポン券を廃
止して受診券に無料と記載する等の工夫を実施したことに
より、無料対象の受診者数が増加しました。

■女性のための健康診査、親子de健康診査の受診者が自主
的に健康づくりに取り組むことができ、栄養相談等を通じ
て自身の健康に関心を持てるよう情報提供を実施しまし
た。
■障がい者（児）の口腔疾患を予防し、健康の維持増進に
つなげるため、毎月第２木曜日に保健福祉センターの歯科
健診室で、大和綾瀬歯科医師会の歯科医師により歯科健康
診査を実施しました。（R1年度：12回、R2年度：7回（新
型コロナにより実施回数を縮小））また、同歯科医師会の
協力により、障害福祉サービス提供事業所等での歯科衛生
教室を実施しました。（R1年度：6回、R2年度：0回（新型
コロナにより実施見合わせ））

■引き続き、受診券の一体化を図るなどして、特定健康診
査の認識を高めるとともに、受診勧奨を行い受診率の向上
を図ります。
■新型コロナウイルスワクチン予防接種集団接種会場で、
検診のPRに努めます。
■新規受診者の増加を目指して、健診の対象となる市民に
広く事業周知を行います。

■障がい者（児）の歯科健康診査の利用申し込みは減少傾
向にありますが、障害福祉サービス提供事業所等を利用す
る方からの歯科衛生教室の実施希望があるため、歯科健康
診査の回数を減らし、歯科衛生教室の回数を増やす予定で
す。事業実施に関しては、新型コロナの感染状況を踏ま
え、大和綾瀬歯科医師会と調整していきます。

自らの健康状態を
把握できる環境を
整える

基本目標 １ いつまでも元気でいられるまち
指標の名称

前期基本計画期間（Ｒ１～Ｒ５年度）

個別目標 １－１ 健康寿命を延伸する
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めざす成果

令和３年度「めざす成果」の達成に向けた進行管理シート 所　管　部 健康福祉部

健康領域 人の健康

２６．２％ ２９．２％

１－１－２ 心身の健康を維持・増進するための体制が整っている
③
肺炎等による死亡率（人口１０
万人あたりの死亡者数）

１０３．４人

３４．１％ ３９％ ４１％
１－１－１ 一人ひとりが健康づくりに取り組み元気で暮らしている

② 特定健康診査の受診率

２４．３％ ２２．５％２０．２％

３２．６％ ３０．９％

施策の展開 主な取り組み内容 今後の方針

「めざす成果」を達成するための施策展開（ロジックツリー）
④
自殺死亡率（人口１０万
人あたりの自殺者数）※

１４．５人 １４．７人

９６．５人 ９８．８人 ８８．４人 ８２．４人

（１７．１人） １２．８人 １１．９人

■国、県、保健所、医療機関等の関係機関と連携を図り、
新型コロナ等の感染拡大の防止に努めます。また、今後も
関係機関との連携を図るとともに、適切に対応できるよう
情報収集と事前の対策を強化し、備蓄とその更新を行う必
要があります。
■がん集団検診及び女性健康診査の実施に合わせ、集団方
式での結核検診の機会を今後も提供します。

心の健康の保持を
図る

■ひきこもりに伴う悩みや、就労・社会活動・将来への不
安などの相談に、専任のこもりびとコーディネーターが応
じることで、適切な制度の案内、関係機関への取り次ぎな
ど、相談者に寄り添った支援を行いました。

■自殺対策の普及啓発活動として、こころサポーター養成
講座や自殺対策講演会等を実施しました。また、自殺防止
相談電話を設置することで、自殺念慮が高い方からの相談
を受け、庁内関係課や関係機関と連携しながら支援を行い
ました。

■相談員の研修への参加やこもりびと事例検討会の充実を
図るとともに、個別事案に応じた庁内でのネットワークの
構築を目指します。さらに当事者や家族の社会的孤立の解
消を目指し、こもりびと当事者の集いや家族の集いの定例
化を目指します。
■本市の地域特性を踏まえ、既存の事業を精査するととも
に、自殺対策庁内連絡会等を活用し、庁内関係各課と横断
的な連携を図りながら、より実効的な自殺対策事業を展開
していきます。また、自殺対策を広く普及させるため、こ
ころサポーター養成講座を積極的に開催します。

自殺対策事業
健康福祉総務課ほか
関係各課

「自殺をさせない」地域づくりを目指し、全庁的に横断的な視点で自殺対策に取り組むた
め、自殺対策庁内連絡会を設置して、やまと自殺総合対策計画に関することをはじめ、自
殺対策に係る情報共有や調整等、自殺対策全般を推進しています。

衛生的で感染症の
少ない生活環境を
確保する

■県、厚木保健福祉事務所大和センターと連携し、新型コ
ロナや新型インフルエンザ、蚊・ダニなどの昆虫を媒介と
する感染症等の新たな感染症に対処しました。
■感染症に関する正しい知識の普及や情報提供に努めると
ともに、16歳以上の健康診断を受ける機会のない方を対象
とした結核検診を実施しました。

担当課：健康福祉総務課
関係課：危機管理課、総合政策課、人財課、収納課、市民活動課、市民相談課、保険年金課、生活あんしん課、産業活性課、
　　　　みどり公園課、おひとりさま政策課、医療健診課、健康づくり推進課、介護保険課、人生１００年推進課、
　　　　障がい福祉課、生活援護課、こども総務課、ほいく課、すくすく子育て課、こども・青少年課、国際・男女共同参画課、
　　　　図書・学び交流課、スポーツ課、街づくり総務課、病院総務課、医事課、地域連携科、救急救命課、指令課、学校教育課、
　　　　保険給食課、指導室、教育研究所、青少年相談室

事務事業 関係する課 取り組み内容

めざす成果 施策の展開 取り組み内容 事業名 担当課

女性の健康診査事業 医療健診課

健康診査事業 医療健診課

成人歯科健康診査事業 医療健診課

親子de健康診査事業 医療健診課

障害者歯科健診事業 障がい福祉課

人間ドック助成事業 保険年金課

後期高齢者人間ドック助成事業 保険年金課

特定健康診査事業 医療健診課

後期高齢者健康診査事業 医療健診課

専用水道等衛生対策事業 生活環境保全課

公衆便所管理運営事業 施設課

食品衛生管理支援事業 医療健診課

公衆衛生支援事業 医療健診課

狂犬病予防事業 医療健診課

感染症予防事業 医療健診課

新型コロナウイルスワクチン接種事業 新型コロナウイルスワクチン接種担当

こもりびと支援事業 健康福祉総務課

自殺対策事業　※ 健康福祉総務課

1-1-2
心身の健康を維持・増
進するための体制が
整っている

①
ニーズにあった、利用しや
すい健診、検診を提供する

②
疾病の早期発見・早期治療
の支援を行う

1-1-2-2
衛生的で感染症の少な
い生活環境を確保する

多数の人が利用する施設
などの良好な衛生状態を維
持する

1-1-2-1
③
自らの健康状態を把握
できる環境を整える

感染症の発生、まん延を防
止する

1-1-2-3
心の健康の保持を図る

こもりびとやその家族など
に対する支援を行う

④
自殺で亡くなる市民を減少
させる


